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大
正
末
隼
（
一
九
一
七
）

　
九
月
二
十
八
日
　
　
山
口
県
吉
敷
郡
嘉
川
村
大
字
嘉
川
ニ
ニ
〇
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
在
の
山
口
市
嘉
川
二
二
〇
四
番
地
）
で
半
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
父
）
・
ミ
ツ
（
母
）
の
長
勇
と
し
て
出
生
。

夫
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

　
四
月
　
　
　
　
　
　
嘉
川
尋
常
高
等
小
挙
校
入
挙
。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）

　
三
月
　
　
　
　
　
　
同
校
高
等
科
卒
業
。

昭
和
八
牟
（
一
九
三
三
）

　
四
月
　
　
　
　
　
　
山
口
県
師
範
学
校
本
科
一
部
入
学
。

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

　
三
月
　
　
　
　
　
　
同
校
本
科
一
都
卒
業
。

　
三
月
三
十
一
日
　
　
山
口
県
公
立
小
学
校
訓
導
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
山
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
阿
武
郡
福
川
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
に
補
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
。

　
四
月
一
日
　
　
　
　
短
期
現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
四
十
二
連
隊
入
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
（
歩
兵
二
等
兵
）
。

　
八
月
三
十
一
日
　
　
現
役
満
期
除
隊
（
歩
兵
伍
長
）
。

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）

　
三
月
三
十
一
日
　
　
山
口
県
阿
武
郡
地
福
尋
常
高
等
小
挙
校
訓
導
に
補

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ら
れ
る
。

昭
和
十
六
隼
（
一
九
四
一
）

　
十
二
月
二
十
一
日
　
肺
門
浸
潤
の
た
め
山
口
県
教
員
保
養
所
に
入
院
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
お
り
、
こ
の
日
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
十
七
隼
（
一
九
四
二
）

　
三
月
三
十
一
日
　
　
東
京
商
科
犬
学
附
属
商
業
教
員
養
成
所
入
学
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
、
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

　
四
月
　
　
　
　
　
同
校
入
学
。
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昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）

九
月

十
月
三
十
一
日

同
校
卒
業
。

山
口
県
国
民
学
校
訓
導
に
復
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

山
口
市
嘉
川
国
民
学
校
訓
導
に
補
せ
ら
れ
る
。

昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

三
月
三
十
一
n
口

四
月

東
京
商
科
大
学
学
部
教
育
学
生
と
し
て
同
校
入
学

の
た
め
、
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

同
校
入
学
。

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

　
三
月
　
　
　
　
　
　
同
校
卒
業
。

　
五
月
一
日
　
　
　
　
大
倉
経
済
専
門
挙
校
講
師
に
採
用
さ
れ
る
。

昭
和
一
一
十
五
年
（
一
九
五
〇
）

　
四
月
一
日
　
　
　
　
東
京
経
済
犬
学
尊
任
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

　
四
月
一
日
　
　
　
　
東
京
経
済
犬
学
助
教
授
に
昇
任
さ
せ
ら
れ
る
。

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）

五
月
一
日

一
橋
大
学
専
任
講
師
に
採
用
さ
れ
る
。
商
学
部
附

属
産
業
経
営
研
究
所
に
勤
務
す
る
。
以
後
、
昭
和

五
十
六
年
四
月
一
日
一
橋
大
学
を
退
職
す
る
ま
で
、

同
研
究
所
に
勤
務
す
る
。
因
に
、
同
研
究
所
は
、

昭
和
三
十
二
年
四
月
商
学
都
の
附
属
研
究
施
設
と

し
て
官
制
化
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
一
一
一
十
一
一
一
隼
（
一
九
五
八
）

　
十
一
月
十
六
日
　
　
一
橋
大
学
助
教
授
に
昇
任
さ
せ
ら
れ
る
。

昭
和
三
十
末
年
（
一
九
六
一
）

四
月
一
日

一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
（
五
年
課
程
）
担

当
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
以
後
、
昭
和
五
十
六
年
四
月

一
日
一
橋
大
学
を
退
職
す
る
ま
で
、
同
研
究
科
を

担
当
す
る
。
授
業
科
目
は
、
昭
和
三
十
六
年
度
か

ら
四
十
五
年
度
ま
で
は
株
式
会
社
経
営
論
ま
た
は

経
営
学
史
特
殊
問
題
を
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら

四
十
七
年
度
ま
で
は
企
業
形
態
諭
を
、
昭
和
四
十

八
年
度
か
ら
五
十
五
年
度
ま
で
は
経
営
史
特
殊
問

題
お
よ
ぴ
企
業
形
態
論
を
交
互
に
担
当
す
る
。

授
業
の
外
に
演
習
を
担
当
す
る
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）

　
十
二
月
　
　
　
　
　
経
営
史
学
会
誕
生
に
よ
り
監
事
に
選
任
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
和
四
十
七
年
十
二
月
ま
で
勤
め
る
（
四
選
）
。

昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）



1
r

⊥

■

　
十
一
月
二
十
日
　
　
一
橋
大
学
教
授
に
昇
任
さ
せ
ら
れ
る
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）

　
一
月
　
　
　
　
　
　
経
営
史
学
会
理
事
に
選
任
さ
れ
、
昭
和
五
十
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
ま
で
勤
め
る
（
四
選
）
。

　
四
月
一
日
　
　
　
　
一
橋
大
学
評
議
員
に
併
任
さ
れ
る
。
任
期
は
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）

　
四
月
一
日
　
　
　
　
一
橋
大
学
商
学
都
附
属
産
業
経
営
研
究
施
設
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
併
任
さ
れ
る
。
任
期
は
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
ま
で
。

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）

　
四
月
一
日
　
　
　
　
一
橋
大
学
商
学
部
附
属
産
業
経
営
研
究
施
設
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
併
任
さ
れ
る
。
任
期
は
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
ま
で
。

昭
和
五
十
末
年
（
一
九
八
一
）

　
四
月
一
日
　
　
　
　
一
橋
大
学
を
停
年
に
よ
り
退
職
す
る
。
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